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C 上の点 )14,( 3  ttt における接線の方程式は 

 12)43(14))(43( 3232  txttttxty  
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043 2 t であるから、
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42 t である。 1t は条件を満たす。 

011112 2  tt を解くと 
4

3311
t  

3

4

16

25

4

611

4

3311

4

3311
222








 














 














 
より、不適。 

したがって、 l の式は 3 xy である。 

3143  xxx とすると 0)2()1(23 23  xxxx  接点以外の交点の x座標は 2である。 
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)(xf の増減は右の通り。 

 

これより、C と ly  で囲まれる領域は、 

右図のようになる。 

 

面積は 

 

 
2

1

2
42

1

3

2

1

3

2
2

3

4
)23(

)14()3(






















xx
x

dxxx

dxxxx

  

4

27
2

2

3

4

1
464   ……(答) 

 

 

※
12

)(
)()(

4
2 







 dxxx が利用できるが、 

普通に計算しても大した手間ではない。 
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